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名
古
屋

国
土
交
通
省
は
７
月
17
日
、

２
０
２
５
年
度
住
宅
市
場
動

向
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。

今
回
か
ら
新
た
に
、
リ
フ

ォ
ー
ム
促
進
税
制
（
所
得
税

）
に
関
す
る
調
査
を
実
施
。

既
存
（
中
古
）
住
宅
取
得
後

に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
世

帯
の
う
ち
、
税
制
優
遇
の
適

用
を
「
受
け
た
」
ま
た
は
「

受
け
る
予
定
」
の
割
合
は
戸

建
て
で
14
・
７
％
、
集
合
住

宅
で
は
12
・
２
％
と
な
っ
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
実
施
世
帯
全
体

に
お
け
る
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

税
制
の
利
用
率
（
予
定
含
む

）
は
４
・
３
％
。
既
存
住
宅

取
得
者
の
税
制
優
遇
に
対
す

る
関
心
が
特
に
高
い
傾
向
が

う
か
が
え
る
。

ま
た
、
実
際
に
税
制
優
遇

を
受
け
た
既
存
住
宅
取
得
世

帯
で
は
、
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー

ム
や
子
育
て
リ
フ
ォ
ー
ム
の

減
税
が
適
用
さ
れ
て
い
る
割

合
が
高
い
。
戸
建
て
で
は
省

エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
減
税
が

64
・
７
％
と
特
に
多
く
、
集

合
住
宅
で
は
省
エ
ネ
（
40
・

０
％
）
と
子
育
て
対
応
リ
フ

ォ
ー
ム
（
40
・
０
％
）
が
同

率
と
な
っ
た
。

購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

の
平
均
値
が
最
も
高
く
な
っ

た
の
は
注
文
住
宅
で
７
６
４

６
万
円
。
次
い
で
分
譲
集
合

住
宅
が
６
４
４
３
万
円
と
な

っ
た
。

今
回
初
め
て
調
査
し
た
「

建
築
・
購
入
・
入
居
し
た
住

宅
に
満
足
し
て
い
な
い
も
の

」
で
も
、
注
文
住
宅
は
「
価

格
（
予
定
よ
り
も
高
く
な
っ

た
）
」
の
割
合
が
36
・
１
％

で
ト
ッ
プ
に
。
一
方
で
、
分

譲
住
宅
や
既
存
住
宅
で
は

「
特
に
な
し
」
が
35
～
45

％
程
度
を
占
め
る
な
ど
、

比
較
的
満
足
度
が
高
い
。

注
文
住
宅
の
価
格
に
対
す

る
大
き
さ
が
際
立
つ
結
果

と
な
っ
た
。

同
調
査
の
対
象
は
、
24

年
４
月
か
ら
25
年
３
月
の

間
に
、
住
み
替
え
ま
た
は

建
て
替
え
、
リ
フ
ォ
ー
ム

を
実
施
し
た
世
帯
。
注
文

住
宅
、
既
存
住
宅
、
分
譲

住
宅
、
民
間
賃
貸
住
宅
、

リ
フ
ォ
ー
ム
の
別
に
調
査

を
実
施
し
た
。
な
お
、
分

譲
、
民
間
賃
貸
、
リ
フ
ォ

ー
ム
は
首
都
圏
、
中
京
圏
、

近
畿
圏
の
み
の
調
査
と
な

る
。

国
産
針
葉
樹
合
板
は
、

７
月
に
入
っ
て
も
大
手
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
や
大
手
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
引

き
合
い
が
堅
調
。
合
板
メ

ー
カ
ー
は
「
７
月
の
生
産

分
は
売
り
切
っ
て
い
る
」

と
話
す
。
７
月
上
旬
に
公

表
さ
れ
た
５
月
の
合
板
統

計
で
も
、
出
荷
量
が
生
産

量
を
上
回
っ
て
お
り
、
６

月
の
出
荷
量
も
同
様
の
結

果
に
な
る
見
込
み
が
高
い
。

一
方
、
木
建
ル
ー
ト
は
４

～
５
月
に
手
当
て
し
た
合

板
の
荷
動
き
が
鈍
く
、
引

き
合
い
が
弱
ま
っ
て
い
る
。

合
板
メ
ー
カ
ー
は
接
着

剤
価
格
の
高
止
ま
り
を
理

由
に
、
７
月
到
着
・
出
荷

分
の
針
葉
樹
構
造
用
合
板

（
12
㍉
厚
、
３
×
６
判
）

に
つ
い
て
前
月
比
５
％
高

課
題
で
、
需
要
面
で
は

強
力
な
住
宅
実
需
の
発

生
が
見
込
め
な
い
た
め
、

相
場
は
需
給
バ
ラ
ン
ス

次
第
と
な
る
。
先
行
き

は
不
透
明
感
が
強
い
。

構
造
用
３
×
６
判
12

㍉
厚
、
同
24
、
28
㍉
厚

の
価
格
は
強
含
み
保
合

で
、
引
き
合
い
は
堅
調

さ
を
維
持
し
て
い
る
。

と
な
る
１
４
７
０
円
（
問

屋
着
、
枚
）
を
唱
え
て
い

た
。
厚
物
合
板
、
長
尺
合

板
も
同
様
に
値
上
げ
を
提

示
し
た
。
た
だ
、
木
建
ル

ー
ト
の
荷
動
き
の
鈍
さ
か

ら
価
格
交
渉
を
す
る
局
面

が
増
え
た
。

合
板
メ
ー
カ
ー
は
、
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
の
再
封
鎖
に

よ
り
接
着
剤
価
格
の
動
向

が
読
み
づ
ら
く
な
っ
た
こ

と
、
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
か
ら
８
月

以
降
も
値
上
げ
の
意
向
を

示
し
て
い
る
。
建
材
商
社

や
問
屋
も
現
行
価
格
を
崩

さ
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

８
月
は
稼
働
日
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
７
月
に
比

べ
て
荷
動
き
は
鈍
く
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。
流
通
業

者
か
ら
は
、
秋
需
前
と
な

る
９
月
の
荷
動
き
が
ど
う

な
る
か
を
気
に
す
る
声
が

多
く
出
て
い
る
。

針
葉
樹
合
板
は
、
メ
ー

カ
ー
の
値
上
げ
姿
勢
は
変

わ
ら
な
い
が
、
足
並
み
は

完
全
に
は
そ
ろ
っ
て
お
ら

ず
、
価
格
に
は
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
荷
動
き
は
、
流

通
段
階
の
仮
需
的
な
動
き

が
一
服
し
た
後
は
引
き
合

い
が
弱
ま
り
、
落
ち
着
い

た
情
勢
に
移
行
し
て
い
る
。

こ
の
一
方
で
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
は
受
注
回
復
で
加
工

数
量
が
上
向
い
て
お
り
、

合
板
需
要
の
下
支
え
に
な

る
と
み
ら
れ
る
。
全
般
的

に
は
、
供
給
面
で
は
運
賃

等
の
上
昇
を
含
め
た
コ
ス

ト
高
と
供
給
量
の
減
少
が

２
０
２
６
年
上
半
期
の

合
板
供
給
量
は
２
３
５
万

６
２
６
４
立
方
㍍
（
前
年

同
期
比
０
・
８
％
増
）
で

微
増
と
な
っ
た
。
国
産
合

板
は
１
２
６
万
４
５
３
０

立
方
㍍
（
同
３
・
１
％
減

）
と
減
少
し
た
。
中
東
情

勢
の
緊
迫
化
に
よ
り
、
合

板
メ
ー
カ
ー
が
３
月
下
旬

～
５
月
に
か
け
て
接
着
剤

の
調
達
が
難
し
く
な
っ
た

こ
と
で
、
思
う
よ
う
な
生

産
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

が
要
因
と
み
ら
れ
る
。
輸

入
合
板
の
入
荷
量
は
１
０

９
万
１
７
３
４
立
方
㍍
（

同
５
・
８
％
増
）
で
、
前

年
同
期
を
上
回
っ
た
。
ま

た
、
６
月
時
点
の
期
末
在

庫
量
は
13
万
３
１
８
６
立

方
㍍
（
前
月
比
７
・
２
％

減
）
と
４
カ
月
連
続
で
減

少
し
た
。

国
産
合
板
の
う
ち
、
針

葉
樹
構
造
用
合
板
の
上
半

期
生
産
量
は
前
年
同
期
比

３
・
３
％
減
。
月
別
で
振

り
返
る
と
、
１
、
２
月
は

不
需
要
期
で
生
産
量
が
落

ち
込
ん
だ
。
４
月
か
ら
は

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
で
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
が
事
実
上
封

鎖
さ
れ
、
接
着
剤
を
は
じ

め
と
し
た
副
資
材
が
合
板

メ
ー
カ
ー
に
入
り
づ
ら
く

な
っ
た
。
副
資
材
の
調
達

難
は
５
月
ま
で
続
き
、
生

産
の
遅
れ
も
発
生
し
た
。

６
月
単
月
の
針
葉
樹
構

造
用
合
板
の
生
産
量
は

前
月
比
14
・
４
％
増
で
、

す
べ
て
の
厚
み
で
増
加

し
た
。

６
月
の
生
産
量
に
は
、

４
～
５
月
に
か
け
て
の

生
産
の
遅
れ
分
も
含
ま

れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
針
葉
樹
構
造

用
合
板
の
上
半
期
出
荷

量
は
前
年
同
期
比
０
・

５
％
減
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
で

３
月
下
旬
～
５
月
に
か

け
て
合
板
で
も
仮
需
が

発
生
し
た
こ
と
で
、
３

月
か
ら
４
カ
月
連
続
で

出
荷
量
が
生
産
量
を
上

回
っ
て
い
る
。
６
月
か

ら
は
木
建
ル
ー
ト
で
手

当
て
に
一
巡
感
が
出
て

い
る
も
の
の
、
大
手
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
や
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
直

需
系
は
手
当
て
を
緩
め

て
い
な
い
。

輸
入
合
板
の
上
半
期

入
荷
量
は
同
５
・
８
％

増
。
こ
の
う
ち
、
マ
レ

ー
シ
ア
産
は
同
８
・
８

％
減
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

産
は
同
７
・
３
％
増
と

な
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア

産
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産

と
も
に
原
木
の
不
足
や

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が

重
な
り
、
契
約
分
の
生

産
が
遅
れ
て
い
る
。
６

月
時
点
で
も
現
地
の
生

産
コ
ス
ト
は
下
が
っ
て

い
な
い
。
６
月
貂
月
の

入
荷
量
が
マ
レ
ー
シ
ア

産
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産

と
も
に
増
加
し
て
い
る

の
も
、
４
月
の
契
約
残

が
ま
と
ま
っ
て
入
荷
し

た
可
能
性
が
高
い
。
ま

た
、
中
国
産
は
同
13
・

３
％
増
と
数
量
を
伸
ば

し
て
い
る
。



環
境
都
市
実
現
の

た
め
の
木
造
化
・
木

質
化
推
進
あ
い
ち
協

議
会
は
、
８
月
１
日

か
ら
「
非
住
宅
木
造

建
築
技
術
者
育
成
講

習
」
（
企
画
・
協
力

＝
愛
知
建
築
士
会
、

愛
知
県
木
材
組
合
連

合
会
）
を
実
施
す
る
。

定
員
は
40
人
で
、
２

０
２
７
年
１
月
ま
で

に
25
回
の
講
座
と
講

演
会
２
日
、
現
地
研

修
３
日
を
実
施
す
る
。

同
講
習
は
２
０
２

６
年
度
の
愛
知
県
委

託
事
業
で
、
対
象
は

建
築
技
術
者
及
び
市

町
村
の
職
員
、
木
材

業
界
関
係
者
ほ
か
。

会
場
は
愛
知
建
築
士

会
お
よ
び
名
古
屋
木

材
会
館
で
、
講
座
内

容
は
３
階
建
て
木
造
、

木
造
用
途
そ
う
、
省

エ
ネ
適
判
ほ
か
。

受
講
料
は
１
万
８

０
０
０
円
（
同
会
賛

助
会
員
は
無
料
）
で

期
間
中
も
随
時
申
し

込
み
可
能
（
費
用
は

同
額
）
。
初
回
８
月

１
日
（
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
）
の

講
習
内
容
は
、
３
階

建
て
木
造
及
び
Ｌ
Ｃ

Ａ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
受

講
は
な
い
が
、
欠
席

時
は
後
日
録
画
視
聴

で
き
る
。

講
習
内
容
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

「
建
築
士
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」

（
改
正
建
築
士
法
）
が

24
日
に
参
議
院
本
会
議

で
可
決
し
、
改
正
法
が

成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
現
在
は
卒
業
後
で

し
か
受
験
で
き
な
い
１

級
建
築
士
、
２
級
建
築

士
、
お
よ
び
木
造
建
築

士
の
資
格
取
得
試
験
を

在
学
中
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
資
格
取
得
ま
で

の
期
間
が
現
行
法
に
比

べ
て
短
縮
さ
れ
る
。

改
正
法
は
、
建
築
士

等
の
高
齢
化
、
新
規
参

入
者
（
受
験
者
）
の
減

少
傾
向
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
受
験

の
機
会
を
増
や
す
こ
と

で
人
材
の
継
続
的
か
つ

安
定
的
な
確
保
を
目
指

す
も
の
。

国
交
省
に
よ
る
と
、

２
０
０
８
年
以
降
１
級

建
築
士
（
所
属
建
築
士

）
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
08
年
は
約
12
％

だ
っ
た
60
代
以
上
の
割

合
が
24
年
時
点
で
約
44

％
と
、
15
年
前
と
比
べ

て
約
３
・
６
倍
に
な
っ

て
い
る
。

改
正
法
の
施
行
は
公

布
日
か
ら
３
年
以
内
と

さ
れ
て
お
り
、
29
年
度

中
の
開
始
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
施
行
後
は
、

１
級
建
築
士
試
験
は
大

学
等
に
在
学
中
、
２
級

建
築
士
試
験
お
よ
び
木

造
建
築
士
試
験
は
大
学

等
ま
た
は
専
門
高
校
等

に
在
学
中
で
、
受
験
年

度
中
に
卒
業
見
込
み
で

あ
り
、
大
学
等
で
国
土

交
通
大
臣
の
指
定
す
る

建
築
科
目
の
単
位
を
修

得
し
て
い
る
も
の
が
受

験
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
大
学
の
建
築

学
科
等
を
卒
業
し
て
い

な
い
場
合
、
現
行
法
で

は
２
級
建
築
士
ま
た
は

木
造
建
築
士
試
験
を
受

け
る
た
め
に
７
年
の
実

務
経
験
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
２

年
に
短
縮
す
る
。

２
級
建
築
士
ま
た
は

木
造
建
築
士
の
免
許
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な

実
務
経
験
の
期
間
も
現

行
の
７
年
か
ら
４
年
に

短
縮
す
る
こ
と
で
、
最

短
４
年
の
実
務
経
験
と

試
験
合
格
で
２
級
建
築

士
ま
た
は
木
造
建
築
士

の
免
許
を
取
得
で
き
る

こ
と
と
な
る
。

２
級
建
築
士
が
１
級

建
築
士
の
免
許
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
２
級

建
築
士
と
し
て
の
実
務

経
験
期
間
も
、
現
行
の

４
年
か
ら
２
年
に
短
縮

す
る
。
２
級
建
築
士
に

な
る
前
を
含
め
た
実
務

経
験
が
８
年
以
上
あ
る

こ
と
、
ま
た
は
高
等
学

校
等
で
建
築
科
目
を
学

び
卒
業
後
の
実
務
経
験

が
６
年
以
上
あ
る
こ
と

が
要
件
と
な
る
。

さ
ら
に
、
建
築
設
備

士
の
登
録
制
度
が
新
た

に
創
設
さ
れ
、
受
験
時

の
実
務
経
験
が
不
要
と

な
る
。

こ
の
ほ
か
、
建
築
士
等

が
仕
事
を
受
注
す
る
際
、

小
規
模
も
含
め
て
す
べ
て

の
設
計
、
工
事
監
理
に
係

る
受
託
契
約
に
つ
い
て
、

契
約
書
の
相
互
交
付
を
義

務
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
行
法
で
は
、
小
規
模
の

建
築
物
は
契
約
書
面
の
相

互
交
付
義
務
が
な
い
。
こ

れ
が
、
消
費
者
を
巻
き
込

ん
だ
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
の

背
景
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
対
応
策
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
契
約
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
契
約
の
際

に
建
築
士
側
は
報
酬
の
算

定
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
見
積
書
を
作
成

し
、
業
務
委
託
側
は
見
積

書
の
内
容
な
ど
を
踏
ま
え

た
適
正
な
委
託
代
金
で
契

約
を
締
結
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

６
月
の
新
設
住
宅
着
工

（
国
交
省
発
表
）
は
６
万

６
３
４
４
戸
（
前
年
同
月

比
18
・
６
％
増
）
で
、
前

年
か
ら
の
反
動
増
が
４
月

以
降
３
カ
月
続
い
て
い
る
。

同
様
の
理
由
で
持
ち
家
、

貸
家
、
分
譲
も
す
べ
て
３

カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。

単
月
で
は
今
年
最
も
多
く
、

建
築
基
準
法
改
正
の
影
響

が
な
か
っ
た
２
０
２
４
年

６
月
と
ほ
ぼ
同
実
績
と
な

っ
た
。
た
だ
、
６
月
の
着

工
戸
数
と
し
て
は
過
去
10

年
間
で
３
番
目
に
低
く
、

実
需
が
堅
調
と
は
言
い
に

く
い
。
26
年
上
期
の
累
計

は
36
万
３
８
１
３
戸
（
前

年
同
期
比
０
・
５
％
増
）

で
、
前
年
と
並
ん
だ
。

昨
年
は
、
建
築
基
準
法

改
正
前
の
駆
け
込
み
需
要

が
３
月
に
集
中
し
、
４
～

６
月
に
そ
の
反
動
減
が
出

た
。
こ
れ
に
対
す
る
反
動

増
が
今
年
４
月
か
ら
表
れ
、

５
、
６
月
と
続
い
て
い
る
。

利
用
関
係
別
で
は
、
持

ち
家
が
１
万
８
５
５
３
戸

（
前
年
同
月
比
15
・
７
％

増
）
で
、
６
月
の
着
工
戸

数
と
し
て
は
過
去
10
年
間

で
２
番
目
に
低
い
。
貸
家

は
３
万
２
５
３
戸
（
同
24

・
６
％
増
）
と
な
り
、
過

去
10
年
間
で
５
番
目
に
多

く
、
法
改
正
の
影
響
が
な

か
っ
た
24
年
６
月
比
で
も

７
・
２
％
増
で
堅
調
。
分

譲
は
１
万
７
２
１
１
戸
（

同
14
・
２
％
増
）
で
、
こ

の
う
ち
戸
建
て
分
譲
は
１

万
８
６
１
戸
（
同
21
・
７

％
増
）
マ
ン
シ
ョ
ン
は
６

０
４
８
戸
（
同
１
・
７
％

）
増
で
、
引
き
続
き
戸
建

て
が
け
ん
引
し
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
２
カ
月
連

続
増
加
だ
が
、
６
月
の
着

工
戸
数
と
し
て
は
過
去
10

年
間
で
２
番
目
に
低
く
、

24
年
６
月
と
比
較
し
て

26
・
６
％
減
と
実
需
低

迷
が
見
ら
れ
る
。

木
造
は
３
万
９
４
０

７
戸
（
同
16
・
６
％
増

）
、
在
来
は
３
万
１
２

７
８
戸
（
同
24
・
６
％

増
）
で
新
設
住
宅
の
総

数
以
上
の
増
加
幅
が
続

い
て
い
る
が
、
２
×
４

は
７
１
８
１
戸
（
同
７

・
４
％
減
）
で
３
月
以

来
３
カ
月
ぶ
り
の
減
少
。

２
×
４
の
利
用
関
係
別

を
見
る
と
、
持
ち
家
は

前
年
同
月
比
13
・
８
％

増
、
分
譲
は
同
８
・
０

％
増
だ
が
、
貸
家
が
同

19
・
４
％
減
、
給
与
が

同
35
・
０
％
減
で
、
貸

家
用
途
の
落
ち
込
ん
だ
。

国
交
省
に
よ
る
住
宅

会
社
へ
の
聞
き
取
り
で

は
、
中
東
情
勢
に
よ
る

資
材
の
供
給
不
安
に
つ

い
て
、
大
手
住
宅
事
業

者
で
は
着
工
へ
の
影
響

は
出
て
い
な
い
が
、
一

部
資
材
の
価
格
上
昇
や

安
定
供
給
へ
の
懸
念
は

ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い

う
。
６
月
に
決
ま
っ
た

日
銀
の
政
策
金
利
１
・

00
％
へ
の
引
き
上
げ
の

影
響
は
、
物
価
上
昇
に

加
え
て
融
資
環
境
に
も

変
化
が
生
じ
る
こ
と
に

よ
る
消
費
者
マ
イ
ン
ド

の
変
化
を
注
視
し
て
い

く
考
え
が
示
さ
れ
た
。

季
節
調
整
済
み
年
率

換
算
値
は
78
万
６
０
０

０
戸
（
前
月
比
３
・
９

％
増
）
で
２
カ
月
連
続

の
増
加
と
な
っ
た
。

各
市
場
の
市
売
で
は
当
用

買
い
の
傾
向
が
強
い
。

国
産
材
製
品
価
格
は
弱

含
み
の
ま
ま
横
ば
い
で
、

原
木
不
足
も
出
荷
量
の
減

少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

円
安
の
影
響
で
集
成
材
を

含
む
国
産
材
製
品
へ
の
移

行
を
指
摘
す
る
声
も
聞
か

れ
る
が
、
外
材
製
品
同
様

価
格
志
向
の
強
さ
が
懸
念

さ
れ
る
。

欧
州
材
製
品
の
Ｗ
ウ
ッ

ド
製
品
は
、
間
柱
や
集
成

管
柱
の
国
産
材
以
降
の
影

響
を
受
け
て
い
る
。
価
格

重
視
傾
向
の
ビ
ル
ダ
ー
の

仕
様
か
ら
外
れ
て
い
る
と

地
区
内
で
は
季
節
要
因

等
の
理
由
で
国
産
材
原
木

の
集
荷
が
鈍
化
し
て
お
り
、

国
産
材
製
品
の
生
産
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
流
通

関
係
者
は
話
す
。
米
材
輸

入
製
品
は
入
荷
増
を
見
込

め
な
い
な
か
で
円
安
に
よ

る
価
格
上
昇
が
続
く
一
方
、

針
葉
樹
合
板
の
引
き
合
い

は
落
ち
着
い
て
い
る
。

国
産
材
原
木
の
集
荷
減

少
は
季
節
要
因
、
材
価
低

迷
の
ほ
か
、
酷
暑
を
指
摘

す
る
声
も
聞
か
れ
る
。
製

品
市
況
に
好
転
の
兆
し
が

見
え
ず
、
製
材
工
場
の
手

持
ち
が
多
く
な
い
た
め
、

話
す
流
通
関
係
者
も
お

り
、
早
期
の
販
売
環
境

好
転
は
見
込
め
な
い
情

勢
だ
。

米
材
輸
入
製
品
は
、

中
東
情
勢
の
影
響
で
依

然
強
含
み
な
が
ら
一
服

感
が
あ
る
。
入
荷
増
が

見
込
め
な
い
な
か
で
急

速
な
円
安
に
よ
る
コ
ス

ト
上
昇
が
進
ん
で
い
る
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用

合
板
は
仮
需
が
一
服
し

引
き
合
い
は
落
ち
着
い

た
が
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
の
加
工
坪
数
が
上
向

い
て
い
る
た
め
需
要
の

下
支
え
が
期
待
さ
れ
る
。


